
（配布先）                               事務連絡(安-2022-30)  
                                      令和 4 年 10 月 3 日 

支店長・副支店長 

施工担当部署長、建設所長 

副部長・副所長・統括工事長 

安全長・安全主任 

工事長・工事主任                      

                                    関西支店 

安全環境部長 

 

令和 4 年｢秋季火災予防運動｣の実施について(要請) 

 

 火災の発生しやすい季節を迎えるにあたり，消防庁主唱による令和 4 年「秋季火災予防運動」が実施さ

れます。 

 当社作業所においては，別紙１のとおり，季節を問わず溶接・溶断作業等での火気使用管理の不徹底等

による火災発生が絶えません。 

 これを機に，作業所における防火管理体制及び自衛消防隊組織の整備とその機能・役割の再徹底，並び

に下記事項の実施を徹底するよう要請します。 

特に，仕上げ期の作業所に対しては，溶接等の火気使用場所の可燃物の除去徹底と，監視人配置などの

措置を徹底するよう合わせて指導をお願いします。 

 

記 

 

 １．期 間  令和 4 年 11 月 9 日(水)～11 月 15 日(火) 

 ２．全国統一防火標語(令和 4 年度) 

“お出かけは マスク戸締り 火の用心” 

 ３．作業所の重点実施事項 

  (1)次の事項の見直しと再徹底 

ａ. 改修工事及び増築工事の既存取合部における｢火なし工法}採用の徹底 

ｂ. 溶接・溶断等の火気使用作業時の防火対策と終了時の点検・確認体制 

（相当時間経過後の点検体制を含む） 

ｃ. 発泡スチロールの使用・保管に関するルールの徹底 

ｄ. ウレタンフォーム施工済み場所での火気使用厳禁の徹底 

・火なし工法の徹底もしくは十分な離隔距離確保 

・照明器具，仮設電線等熱源となるものを近づけない 

ｅ. 事務所・休憩所・宿舎等の防火対策 

ｆ. 消火設備・器具の適正配置と保守管理 

ｇ. 不審火対策（特に夜間・休日の部外者侵入阻止対策） 

ｈ. 火災発生時の即時 119 番通報の徹底 

(2)防火一斉点検(別紙２を利用)並びに通報・避難及び初期消火訓練の実施 

以 上 

※添付資料：過去の重大な火災事例 

参考資料：安全部ホームページ 

→各種資料 

 →ウレタン等の火災防止 

  >材料の認識 

  >発泡プラスチック系材料の使用制限 

  >断熱等に用いる発泡プラスチック系材料の分類 

  >BCS「ウレタン火災を防ごう」 

  >映像資料：「発泡プラスチック系材料は燃え易い」・要約版 

  >映像資料：「発泡プラスチック系材料は燃え易い」・詳細版 

 

※この事務連絡は、令和 4 年 9 月 30 日に安全環境本部発行示達本(安環安)22-05 基づき作成しました。 



最近の当社作業所での火災発生状況（過去５年間・計 20件） 

              （安全環境本部へ報告があったもの）                    Ｒ4.9.26 現在  

 発 生 年 月 日 発 生 状 況 原   因 

1 
３０．３．２３ 

    14:45 頃 
床材を炙っていたトーチの火を消し忘れ、床材の接着剤に引火 ・火の不始末 

2 
３０. ７. ５ 

12:20 頃 
溶接作業の残り火が、オリオンに引火 ・火の不始末 

3 
３０.７.２３ 

16:30 頃 
溶接火花が近隣植栽に引火し、植栽帯一部焼失 ・火花飛散防止措置不備 

4 
３０. ９.１２ 

11:45 頃 
スタッド溶接火花が塗料と養生ネットに引火 ・火花飛散防止措置不備 

5 
３１. ３. ８ 

16:08 頃 
インパクトレンチのバッテリーが落下し発火 ・落下原因不明 

6 
３１. ３. １８ 

11:00 頃 
資材置場の台車の中身（シール材、電工ドラム、図面等）から発火 ・不明(消防署調査) 

7 
３１. ３. ２８ 

14:00 頃 
フラットデッキリブの溶断火花が、塗装養生用マスカーテープに引火 ・火花飛散防止措置不備 

8 
元. ５. ６ 

9:53 頃 
ケーソンのマテリアルロック操作室が全焼 ・不明(消防署調査) 

9 
元. ５. ２４ 

14:00 頃 
下地ランナー受部のリブデッキ切断の火花が下階養生シートに引火 ・火花飛散防止措置不備 

10 
元. ６. ２ 

23:56 頃 
無人事務所の、停止中エアコン電源プラグ付近から発火 

・電気部品のショート 
(消防署調査) 

11 
元. ７. １５ 

16:00 頃 
室内のユニットバス、家具、他内装が焼失 ・不審火（放火の疑い） 

12 
元. １１. １ 

10:50 頃 

仮設架台金物をガス切断した後、ガスホースが切断箇所の予熱で溶けて

引火 
・後始末不備 

13 
元. １１. ２１ 

12:08 頃 
設備業者資材置場の冷媒被覆鋼管(段ボール梱包)から発火   ・不明(消防署調査) 

14 
２. ５. ６ 

11:10 頃 
グラップル(木材伐出重機)が火災 

・不明(消防署検証：油圧ポンプ

室内から油漏れと思われる) 

15 
２. １１. １６ 

15:50 頃 
解体建物残置物よりボヤが発生 ・不明(消防署調査) 

16 
３. ３. １６ 

15:20 頃 
ガス溶断作業による火花で空調室外機が火災 ・火花養生の不備 

17 
３. １２. ９ 

14:45 頃 
現場内ユニットシャワー及び仮設トイレでボヤが発生 ・不審火(消防署調査) 

18 
４. ４. １２ 

10:30 頃 
縦樋受金物溶接の火花が腰壁型枠内の打継目地に引火 ・火花飛散防止措置不備 

19 
４. ４. ２６ 

10:38 頃 

仕上床材を貼るため塗布した接着剤が揮発し何らかの原因で、揮発した

気体に引火 
・不明(消防署調査) 

20 
４. ６. ６ 

10:15 頃 

Ｈ鋼を溶断したときの熱を持ったボルトが、残置されていたプラスチッ

ク製カバーに落下し、発火 
・養生の不備 

 

<別紙１(1)> 

社外秘 



　　<別紙１(2)>

当 社 発 生 火 災 の 分 析

（１）発生推移
年 発生件数
元年 6
２年 3
３年 6
４年 1
５年 2
６年 1
７年 6
８年 1
９年 2
10年 2
11年 2
12年 1
13年 5
14年 2
15年 4
16年 2
17年 1
18年 1
19年 2
20年 1
21年 2
22年 6
23年 6
24年 4
25年 2
26年 7
27年 3
28年 4
29年 3
30年 4

31年・R元年 9
２年 2
３年 2
４年 3

計 108
（２）発生原因

原　因 発生件数
溶接・溶断 51
グラインダ 3
アス溶解釜 3
漏電 1
過電流 2
可燃ガス 1
不審火・不明 38
その他 9

計 108

（３）発生時間帯 （時間不明５件を除く）

時間帯 発生件数
０時台 1
３時台 2
５時台 4
８時台 5
９時台 8
10時台 11
11時台 9
12時台 11
13時台 3
14時台 11
15時台 11
16時台 7
17時台 2
18時台 4
19時台 3
20時台 3
21時台 4
22時台 2
23時台 2

計 103

　　R4.9.26現在

**** 過去３３年間で１０８件発生 ****
(平成元年～令和４年）
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<別紙２> 

令和４年秋季火災予防運動〔一斉点検用紙〕 

                              点検月日：   月   日（ ） 

防  火  点  検  表 

全国統一防火標語 

・・・ お出かけは マスク戸締り 火の用心 ・・・ 

統責者  ・  元方管理者 

 

 

点検者 

 

（結果欄の表示 ○：良好 ×：要是正 ／：該当なし） 

点  検  項  目 結 

果 

点  検  項  目 結 

果 

組
織
・
計
画 

防火管理者の選任・届出  
場
内 

消火器等の消火器具配置  

消防計画・届出    

防火管理組織・自衛消防組織    

改修・取合工事での火なし工法採用  

溶
接
・
溶
断
作
業 

ボンベ・ホース・器具の管理  

火気使用作業時のルールと周知  資 格 の 確 認  

  火気使用の届出・監視体制  

教
育
等 

通報・避難・初期消火訓練の実施  作業場所及び周辺の可燃物の除去・防 

護措置 

 

救急法の訓練  

  火花受け等の飛散防止措置  

機
材
・
用
具 

消火器等消火器具の維持管理  消火器等消火器具の手元配置  

救急用具・材料の整備(救急箱・担架等)  作業終了時の報告・時間経過後の点検 

確認体制 

 

通 報 設 備  

  強 風 時 対 策  

  発
泡 

ス
チ
ロ
ー
ル 

使用・保管する方法、場所、責任者の確認  

事
務
所
・
詰
所
等 

厨房ガス設備  使用・保管場所付近での火気使用禁止  

暖房器具の管理・取扱状況  ルールの掲示  

電 気 配 線  消火設備の設置  

たばこの吸ガラ処理  ウ
レ
タ
ン 

ウレタン施工時の火気使用禁止と表示  

避難用通路の確保  ウレタン材料の管理  

避難階段・避難器具  施工箇所の火気厳禁表示  

消火器等消火器具の配置  
危
険
物 

消防署への届出（指定数量の 1/5以上）  

  貯蔵の場所・容器・数量等の管理  

  貯蔵場所の消火器具配置  

宿
舎 

厨房ガス設備  

そ
の
他 

メタン等可燃性ガス等の濃度測定管理  

暖房器具の管理・取扱状況  有機溶剤使用作業中の火気管理  

たばこの吸ガラ処理  電動カッター・グラインダー等使用時 

の火花飛散防止対策 
 

電 気 配 線  

避難用通路の確保・表示  トーチランプ・ガスバーナの使用管理  

避難階段・避難器具・表示  ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ防水作業の管理(溶解釜等)  

消火器具・警報設備 

  （設置場所と使用方法の周知を含む） 

 爆発危険の予測される工事における 

火気の携帯禁止（ライター等） 
 

通報・避難訓練  場内安全通路（避難通路）の確保  

  その他火気使用時の防火対策  

喫
煙 

喫煙場所の指定と管理    

歩行中のくわえたばこ禁止の徹底  不審火対策（特に夜間・休日）  

喫煙指定場所の消火器具配置    

 要是正事項及び措置 確  認 

 

 

 

 

 

 

 

  （注）作業所の実態に合わせて点検項目を追加・削除し、利用してください。 



【当社事例１】

【当社事例２】

【他社事例】

<添付資料> 過去の重大な火災事例


